
様式１（特別支援学校）

【特別支援学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●児童生徒一人一人のニーズに応じた
指導・支援による確かな学力の定着

○個別の教育支援計画・個別の指導計画
の内容について、十分な相談や説明があっ
たと回答する保護者の割合70%以上。
○個別の指導計画を適切な指導・支援に十
分に生かすことができていると回答する職
員の割合60%以上。

・個別の教育支援計画について、個人面談前に各学部係で確認し、適切
な指導・助言を行い、保護者とともに作成するものであることも併せて確
認する。
・個別の指導計画作成において、学級内での協議を行えるように、個別
の指導計画の読み合わせを計画する。時間をできるだけ確保できるよう
に、早下校に合わせて実施する。

B

・保護者アンケートで個別の教育支援計画や個別の指導計画について十分な相談や説明があった、と答えた保護者は70％以上
であった。個人面談時に各担任よりしっかり説明がされていると考える。
・個別の指導計画を適切な指導・支援に生かすことができていると答えた職員は60％以上だった。個別の指導計画を作成するだ
けでなく、内容を検討・改善し、日々の指導・支援に生かしたことで児童・生徒の成長を感じることができたと考える。担任団や級外
等も加わって読み合わせができる時間の確保は行ったこともよかった。

B

・日常からのコミュニケーションの取り方によるところもあろうが、まずニー
ズの把握を間違わないことが重要である。
・保護者からの評価が70％以上であることは評価できる。しかし、不十分
と考えている保護者がいることにも注目し、より具体的で現実的な計画の
提案が必要。

◎子どもの主体的な学びと育ちにつな
がる授業づくりのさらなる充実

〇学校の満足度に関する項目についての
保護者の評価の平均　3.7以上。
○合同職員研修会　年間2回、各学部職員
研修会　年間１０回程度。

・各学部で各教科等を合わせた指導についての研修会や授業研究会を
行う。
・公開全体授業研究会に講師を招聘し、指導・助言を受ける。 A

・年間13～17回の学部研を実施した。その中で、各学部のニーズに応じた研修会を行ったり、学部ごとに実践発表会や授業研究
会を２回実施したりしたことで、本校が大切にしている授業の在り方について理解を深めることができた。
・保護者の学校の満足度に関する項目も平均3.9であり、目標が達成できた。 A

・ほぼ目標が達成できていると思う。
・研修会や実践発表の内容が、現場で活かされるように取り組んでほし
い。今後も研鑽をお願いします。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○仲間とともに活動することにより達成感を
味わい、コミュニケーションを取り合う力を育
むことができる行事や活動・場面の設定、
学期に２回以上。

・生活単元学習や作業学習等において、自分の役割を果たすことができ
る活動を盛り込む。
・様々な人々とコミュニケーションを取り合う力を育むため、就業・施設体
験や販売学習等を実施する。

A

・各学部ともに、年間を通して仲間とともに取り組む活動、一人一人が達成感を味わうことができる支援を行うことができた。
・まつら祭や販売学習等の活動を通してコミュニケーションを取り合う力を育むことについては、職員3.3、保護者3.7の評価を得た。

A

・児童生徒一人一人に個性がある中に、支援の難しさがあると思う。
・まつら祭や販売学習では、一人一人が役割を持ち、協力しながら取り組
むことができていると思う。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○職員は児童生徒の問題やトラブル等に適
切に対応していると回答する保護者の割合
90%以上。

・年２回の学校生活アンケートによるいじめの覚知・認知をし、組織的に
早期の対応を図る。
・学校生活の中で起きた事案に対して、適切な対応をとる。 A

・第２回学校生活アンケートを基にいじめの覚知・認知に取り組み、組織的に対応ができている。
・管理職を中心に、職員間の情報共有のおかげで、適切な対応とれている。また、丁寧かつ迅速な情報共有と対応を行うことで、
いじめ防止に努めていく。 A

・評議員会等、学校訪問時にもいじめなどのトラブルは見かけないし、そ
のような雰囲気も感じない。素晴らしいと思う。
・デリケートな問題で対応が難しいと思うが、理由や背景を丁寧に探り解
決してほしい。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒・保護者
の評価の平均3.7以上。

・学校生活の様々な場面において、意欲的に取り組むことができるように
「できる状況」を心がける。
・保護者に対して、児童生徒の頑張りや成長を学級通信や連絡帳等で伝
えていく。

B

・職員の「できる状況づくり」への理解が深まったことで、活動の際の支援だけでなく、児童生徒が主体的に取り組める活動内容の
選択や活動への見通し、活動量などにも留意しながら単元づくりを行う学級が増えた。また、授業準備もしっかりできたことで、児
童生徒の意欲的な姿につながった。
・児童生徒の頑張りや成長を学級通信や単元だより、連絡帳を通して伝えることができている。また、必要に応じて電話連絡で細
やかに情報共有を行った。
・できたことや良いことについて、その場でほめることはできている。児童生徒の支援については、さらに学年及び学部で児童生徒
の情報共有を行い、職員全体で児童生徒に対して一貫した支援を行っていく。

A

・「できる」ことに注目し、実力を伸ばしてほしい。授業準備、下ごしらえは
大変だと思うが、継続してほしい。
・児童生徒と保護者の目標が乖離しないようにしないといけない。夢や目
標は変化するものであり、生徒はもちろんであるが保護者とのきめ細か
い情報伝達が必要である。

○明るく楽しい学校づくり ○挨拶や明るい学校づくりに関する項目に
ついての職員・保護者の評価の平均3.7以
上。

・登下校時には、児童生徒や保護者に対し、笑顔を添えて明るい挨拶を
することを心掛ける。
・校内では、児童生徒に対し挨拶や言葉かけを積極的に行い、明るく楽し
い学校づくりに努める。

A
・毎朝、職員から積極的に挨拶をすることを心がけた。また、短い時間ではあるが、児童生徒の様子などについて保護者との情報
交換に努めた。
・職員、保護者ともに3.8の評価であり、目標を達成できた。 A

・校長先生をトップとした明るい雰囲気である。挨拶が何よりのコミュニ
ケーションの基本。
・挨拶の仕方については、生徒にあった方法を取り入れてほしい。

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●各学部ごとに年６回以上の交通指導を行
う。

・年度初めに「交通安全教室」を実施し、交通ルールやマナーを学ぶ機会
を設ける。
・各月初めに単独通学生に対して、公共交通機関を利用する上の注意点
や最近話題になった交通事故やトラブルなどの情報で注意喚起する。
・各学期始めに通学指導として、登下校中の見守り指導や支援をする。
・校外学習の事前学習等で交通マナーについての学習に取り組む。

A

・各月第一金曜日の昼休みに、単独通学生を対象に公共交通機関を利用する上での注意点を説明する。また、電子黒板を利用し
て、最近起きた身近な事故や事件のニュースなどを伝えて、規範意識を高めた。スマホアプリ「防災ネットあんあん」から入ってくる
情報も注意するよう促した。
・各学期始めの三日間で、生活安全部職員で単独通学生の登下校中の見守りを行った。
・校外学習の事前学習等で交通マナーについての学習に取り組みました。

A

・校外学習など、普段から交通安全を意識されていると思う。
・単独通学生だけでなく、障害が重くとも生活者であるので、信号機の見
方、道路の渡り方から教えてほしい。
・実施結果以外にも、学部での交通マナー教室なども企画してみればよ
いのでは。

○安全防災及び安全衛生に係る教育
の充実

○安全防災及び安全衛生（感染症対策含
む）に関するアンケート結果について、職
員・保護者ともに3.7以上の評価を目指す。

・安全防災教育における各種避難訓練を行い、急な自然災害に対しての
備えをする。

A

・各種避難訓練を実施することで、児童生徒及び職員の防災意識の向上を図ることができた。
・安全衛生については、感染症対策の一環で適切な手洗い・うがいを徹底し、定期的な室内の換気を呼びかけることができた。

A

・回数を経験するごとに経験値として身についてくると思う。
・今後は、実際の避難生活を考えた取り組み（体育館に一泊するなど）も
よいと思う。
・避難訓練や安全衛生教室なども外部の専門家を講師に招いてみるのも
良策ではないのか。

●効果的な地域支援に向けた特別支
援学校のセンター的機能の充実

○特別支援教育に係る研修会の実施
○地域支援に関する項目についての職員
の評価の平均　3.6以上。

・本校職員の専門性や資質向上を図るため、年に１回は、外部より講師を招い
て、特別支援教育に係る研修会を実施する。
・各学校の実態を踏まえた上で適切な支援内容や支援方法についての指導・助
言を行う。

A

・本校が特別支援教育のセンター的機能の充実を図り、地域教育機関や福祉機関と連携し情報共有を図りながら相談業務を行っ
ているかの質問に対し、昨年度より評価の数値はわずかながら上がった。研修会の実施や、関係機関とも児童生徒の支援につい
ての情報共有をしながら支援ができたことがよかったと思われる。
・学校公開日の特別支援教育の講座も、地域の学校の先生方に多数参加していただき、巡回相談を利用されることにもつながっ
た。
・佐賀県西部発発達障害者支援センター「蒼空」との連携をとりながら、地域の幼、小、中、高の巡回相談を行ってきて、事前事後
の情報共有をしながら継続的に指導助言ができた。巡回相談件数も昨年度より増え、学校としてできることを取り組もうとされてい
ることを感じた。

B

・西部発達障害者支援センターとの連携について、今後も継続していた
だきた。
・多職種、多機関との連携に取り組まれ、情報共有されているのは望まし
いと思う。
・適切な指導助言がなされているかは、分からない。

○特別支援教育エリアリーダーとの連
携

○特別支援教育エリアリーダーとの情報交
換会や合同研修会の実施。

・特別支援教育エリアリーダーとの情報交換の機会を設け、地域支援に
ついての情報交換をし、研修会についても検討する。

B

・巡回相談の事例により、特別支援教育エリアリーダーにつないだ方がいいと思ったことで数件は情報共有を行い、巡回相談先の
学校と特別支援教育エリアリーダーともつながるようにした。今年度から特別支援教育エリアリーダー配置ということで、情報共有
すること、つなぐことはできた。来年度以降、巡回相談に一緒に行ったり、合同研修会を行ったりすることを考えていきたい。 A

・特別支援教育エリアリーダーとつながることで、多面的な支援の在り方
や見方が得られるように期待している。
・ただでさえ忙しい中に、業務が増えることは大変であろう。一歩一歩前
進してして頂きたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等
時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等
時間の上限を遵守する。

・定時退勤日の設定で意識改革を図り、個人研修の日やパーソナルタイ
ムにより時間を確保する。
・業務改革として会議時間と会議回数の１割削減に努める。 C

・毎月２回の定時退勤日は、個人研修の日と設定した。定時での退勤の呼びかけを繰り返すことで意識して取り組むことができた
が、仕事の効率化を考えた改善ができたと回答した職員は、59％にとどまった。
・職員会議を書面開催とするなどの会議時間の削減は行ったが、時間外在校等時間の短縮につなげることはできなかった。 C

・働き改革の実現は、難しいようだ。職員数の増員、外部委託、ボランティ
アの活用などが必要だと思う。
・会議を整理、文書を減らすなど、今までの常識を破る考えが必要であ
る。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○進路指導

○一人一人に即した進路指導の充実 ○児童生徒及び保護者のニーズ応じた進
路指導に関する項目についての保護者の
評価の平均　3.6以上。

・保護者向けの進路学習会を、学齢や時期に応じて適切に実施する。
・福祉サービス事業所の情報収集、提供に努める。
・生徒の就業・施設体験先としての新規の企業を開拓する。

A

・生徒・保護者の将来の目標などを踏まえ、進路決定につなげることができた。
・進路学習会を実施しているが、保護者の参加につなげることができていない。進路決定及び福祉サービスの利用についてなど、
内容や実施日程など精査していく必要がある。また、職員から保護者への声かけにより、保護者の学習会参加数が変化している
ため、職員からの声かけにも力を入れる。また、進路担当からも生徒・保護者のニーズに応じた進路指導ができるように、職員向
けの学習会や進路決定までの流れ・サービス利用についてなど情報提供を行う。
・新規の一般企業開拓を行うことができた。浜玉町・肥前町周辺にも今後、力を入れていく。

A

・新規の一般企業開拓ができたことは、何よりである。今後も増やしてい
ただき、一人一人のニーズにある進路になってもらいた。
・一般就労や大学、専門学校への進学もどんどん進めてほしい。将来の
選択肢を増やしてほしい。
・進路先がどこであっても、アフターフォローをしっかりやってほしい。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

最終評価

最終評価

学校名 佐賀県立唐津特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

２　学校教育目標

５　総合評価・

　　次年度への展望

３　本年度の重点目標

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●学力の向上

●心の教育

●健康・体つくり

●地域支援

重点取組
具体的取組

・学校の教育目標に沿った教育活動を実施することができた。コロナ禍の影響が残った学校生活となったが、学校行事や学習活動を工夫し予定どおりの活動を行うことができ、児童生徒の主体的に学ぶ意欲や活動を後押しすることができた。
・令和６年度においては、本年度の反省を生かし、更に工夫を重ねながら、充実したよりよい教育活動を行いたい。また、児童生徒が安心・安全な学校生活を送ることができるよう、学校、家庭、地域と連携しながら学校の教育目標を実現したい。
・時間外在校等時間の一層の削減に向けて業務内容や行事の在り方について精選しながら働きやすい職場の実現に取り組みたい。

学校関係者評価

学校関係者評価

・学校の教育目標に沿った教育活動を実施することができた。新型コロナウイルス感染拡大防止と並行しながら学校行事や学習活動を工夫し、ほぼ予定どおりの活動を行うことができ、児童生徒の主体的に学ぶ意欲や活動を後押しすることができた。
・令和５年度においては、本年度の反省を生かし、更に工夫を重ねながら、充実した教育活動を行いたい。また、児童生徒が安心・安全な学校生活を送ることができるよう、学校、家庭、地域が連携しながら学校の教育目標を実現したい。さらに業務や行事を精選しながら働きやすい職場の実現に取
り組みたい。

児童生徒一人一人に応じた教育活動を通して、子どもたちの持つ可能性をできる限り広げ、校訓にうたっている「明るく元気に生きる力」「心豊かに生活する力」「たくましく自立し社会に参加する力」をはぐくむとともに、他人を思いやることのできる児童生徒を育成する。

○子どもが今日の学校生活に満足し、明日の学校生活を期待することができる学校をつくる。
○子どもが今日の学校生活を「自分から」「自分で」取り組み、「やりがい」「手ごたえ」を感じ、「精一杯」「存分に」活動し、「充実感」「満足感」に浸ることができる学校をつくる。


